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動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
た
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平

成
十
八
年
環
境
省
告
示
第
百
四
十
号
。
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
動
物

愛
護
推
進
員
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
等
に
お
い
て
、
動
物
愛
護
週
間
行
事
や
適
正
飼
養
講
習
会

等
の
実
施
、
各
種
普
及
啓
発
資
料
の
作
成
、
配
布
等
に
よ
り
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を

実
施
す
る
こ
と
。
特
に
、
所
有
者
等
の
責
務
の
う
ち
、
逸
走
の
防
止
、
終
生
飼
養
及
び
適
切
な
繁
殖
制
限
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
つ
い
て
積
極
的
に
広
報
す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
に
即
し
て
、
御
指
摘
の
「
繁
殖
制
限
」
等
の
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
、
配
布
等
に
よ
る
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
例
え
ば
、
環
境
省
が
行
っ
た
「
令
和
五
年
度
国
民
の
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
考
え
方
調
査
」
に
よ
る
と
、
回
答
者
の

う
ち
八
割
以
上
が
、
飼
養
し
て
い
る
犬
又
は
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
済
み
又
は
実
施
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
お

尋
ね
の
よ
う
に
「
繁
殖
制
限
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
周
知
が
十
分
」
か
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
評
価
す
る
こ
と
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は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
引
き
続
き
、
先
に
述
べ
た
周
知
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
。 

 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
繁
殖
制
限
」
に
関
し
て
は
、
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
お
い
て
、
「
動
物
の
所
有
者
は
、
そ
の
所
有

す
る
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
、
繁
殖
に
関
す
る
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
御
指
摘
の
「
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
「
繁
殖
制
限
」
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
仮
に
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、
同
項
に
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
「
繁
殖
制
限
」
を
追
加
す
る
」
場
合
に

は
、
追
加
す
る
業
務
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
繁
殖
制
限
」
の
み
な

ら
ず
、
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
「
逸
走
の
防
止
」
及
び
「
終
生
飼
養
」
に
つ
い
て
も
、
「
積
極
的
に
広
報
す
る
こ
と
」
と
し
、

当
該
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
同
項
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
含
む
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
、
同
項
に
御
指
摘

の
「
繁
殖
制
限
」
の
み
を
「
追
加
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


